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日本語文法の習得と教材の役割― 
助詞「は」と「が」を事例に― 

Japanese grammar acquisition and the role of the 
textbooks –  

from the perspective of the particles wa and ga 
 
ABSTRACT 
This paper focuses on the role of the teaching materials for grammar acquisition 
in Japanese. One of the most difficult aspects in the acquisition of grammar for 
learners is distinguishing among the grammatical patterns that have similar 
functions. However, most of the textbooks created mainly in Japan do not 
provide sufficient information on how to distinguish similar grammatical 
patterns. The problem is that such textbooks are designed for the direct method 
of teaching multilingual classes and have limitations on the information they can 
present. Consequently, it is important to provide additional opportunities to 
learners by creating supplementary materials to fill in the areas that the main 
texts cannot cover. The discussion in this paper will be exemplified using the 
particles wa and ga. The arguments for the difficulties in the distinction between 
wa and ga are based on misuse examples extracted from the learners’ corpora. 
The reason for dealing with wa and ga is that, although these particles are taught 
at the earliest stage of education, most of the learners have difficulties with the 
distinction between these particles, and even advanced learners often misuse 
them. Again, the descriptions of the functions of these two particles in the 
existing textbooks are inconsistent and vary from book to book. Finally, this 
paper introduces an online tool created to support the study of grammar and 
displays the description of wa and ga in it.  
 
KEYWORDS: Japanese language education, grammar acquisition, particles 
wa/ga, teaching materials, supplementary resources 
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はじめに  

日本語学習者にとって、習得や運用が困難な文法がある。日本語学

習者が文法で特に困難と感じているのは類義表現の使い分けである

が、教材には、学習者が類義表現の理解や的確な運用に必要な情報

が十分に提示されていない（ヨフコバ四位・稲葉・久保田 2020）。

しかし、特に日本国内で広く使用されている教材の多くが、多国籍

クラスのための「直接教授法」に基づく授業を想定し作成されてい

るので、教材には詳細な内容や複雑な記述を提示することが難しい

という事情もある。そのため、教室で使用されている教材で十分な

対応がなされていない部分の補充をし、より深い学びを促すには、

補助的学習リソースの開発が必要である。 
本稿では、類義表現の使用で見られる学習者の誤用に着目し、誤用

が、教材における類義表現の使い分けに必要な情報の不足に起因す

ることを論じる。また、誤用の改善に役立つオンラインの文法学習

支援ツールについて紹介する。学習者の誤用および類義表現の考察

には、助詞「は」と「が」を事例として用いる。 
 
1. 文法学習と教材の役割 

外国語文法学習においては、文型の意味・機能の不十分な理解が不

的確な産出につながる。文型の学習や適切な理解に関わる要因は様

々である。 

まず指摘できるのは、学習者の能力や語学学習経験である。これは

学習者個人の問題であり、学習者にしかコントロールできない要因

である。 

次に指摘できるのは、学習指導の方法である。学習指導という要因

の役割は非常に大きい。しかし、これも指導を行う側に委ねられて

おり、個人差がある1と言える。また、近年、自律学習が進んでお

り、指導者に頼らず、独学で学ぶ学習者も増えている。 

最後に指摘できるのは教材である。教材は、全学習者に同じような

形で同じような情報を提供している。そのため、ここで取り上げら

れている要因の中で、最も客観性が高く、また学習への影響も客観

的に測れる要因であるといえる。 

	
1 ここでいう個人差というのは、だれが何をどのように教えるかということの個人差と

いう意味である。 
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本稿では、日本語文法の習得を教材と関連付けて考慮し、教材の役

割について考察する。本稿で文法について特に焦点を当てたいのは

類義表現である。類義表現が数多く存在するため、本稿では、助詞

「は」と「が」を例にとり、考察を行う。 

 

2.「は」と「が」 

「は」と「が」を考察の対象にする主な理由は二つある。 

日本語教育では、助詞「は」と「が」は日本語文型の中で最も早い

段階（初級のはじめ）で導入される文型の一つである。にもかかわ

らず、学習者にとってはこれらの助詞の使い分けや運用が困難であ

り、学習者が上級になっても誤用が多い。 

さらに、どの教科書でも取り扱われている文法項目であるが、その

記述や記述に使用される概念および意味的特徴が大きく異なり、一

貫性がない。 

 

2.1.「は」と「が」の意味と用法 

日本語学習者による「は」と「が」の習得について考察するまえ

に 、従来の研究で、「は」と「が」の意味と用法がどのように記述

されてきたか、簡単に確認しておく。 
助詞「は」と「が」に関する研究は膨大である。また、分析に用い

られるアプローチもまちまちである。 
伝統的に、「は」と「が」は異なる性質を持つ助詞として分類され

てきた。「が」は、「を」「に」「で」「と」などと同じ格助詞と

して分類されてきた。一方、「は」は格助詞のカテゴリーに含めら

れず、異次元のもの、つまり、文の主題を表し、文を「主題」と

「 解説」に二分するという特別な機能をもつ助詞として分類されて

きた。 
「は」と「が」が同次元で比較されるきっかけをつくったのは久野

（1973：27–28）の分類である。久野は、「は」と「が」の機能を

文の情報構造と関連付けている。 
久野は、「は」に関しては「主題」（1）と「対比」（2）の用法を

区別している。 
 
（1）太郎は学生です。（久野 1973: 27） 
（2）雨は降っていますが、雪は降っていません。（久野 1973: 28） 
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一方、「が」に関しては、「総記」2（3）、「中立叙述」（4）、

「目的語／目的格」（5）という三つの用法を区別している。 
 
（3）太郎が学生です。    （久野 1973: 28） 
（4）雨が降っています。（久野 1973: 28） 
（5）僕は花子が好きだ。（久野 1973: 28） 
 
久野の分類により、「は」と「が」を、文の構造における「旧情

報 」と「新情報」のマーカーとして捉える記述が広まった。久野の

分類は、基本的に、機能に基づいた分類であるが、「が」の三つ目

の用法に限っては、異なった基準、つまり統語的役割という基準が

用いられている。 
「は」と「が」の用法の区別に用いられるさらなる基準は、叙述

（ 文）のタイプ、いわゆる「文の二元論」である（三尾 1948、野田 
1996）。それにより、文は大きく二種類、つまり「判断文」と「現

象文」3に分けられている。前者には「は」、後者には「が」が用

いられる。野田（1996）は、「現象文」と「眼前描写」を区別し、

「無題文」の下位タイプとして分類している。また、「現象文」と

「眼前描写」は重なることもあるが、同じではないと主張する。 
尾上（2001）は、従来指摘されてきた「が」の用法に、さらに「問

い返し」／「驚き」という用法4を加え、その例として、以下の

（ 6 ）を挙げている。 
 
（6） A：見ろよ。こんな大きなねずみを取ったよ。 
     B：大きくはないよ。小さいよ。 
     A：このねずみが小さい⤴？  
 
名詞文における「は」と「が」の振る舞いが特殊である5ため、名

詞文（コピュラ文）に特化した研究が数多くある。名詞文は、

「  は  」と「が」の機能により、「措定文」（7）、「指定文」

	
2 「排他」ともいう。 
3 「眼前描写」ともいう。 
4 尾上は、このタイプの用法について次のように説明している：話者は「相手の発言内

容の中核的部分を一旦自分の言葉に直して受け止め、文末のイントネーションとともに

相手に投げ返して、驚き、不信などを表す」（2001: 20）。 
5 例えば、名詞文には無題文がなく、すべての文は有題文である。 
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（ 8 ） 、「倒置指定文」（9）というタイプに区別されている（三上 
1953、上林 1988、天野 1995）。 
 
（7）田中さんは医者である。 
（8）田中さんが医者である。 
（9）医者は田中さんである。 
 
このように、「は」と「が」の機能・用法の記述や分類は様々であ

り、時には同様の機能・用法が異なった概念をもとに記述されるこ

とがある。 
本稿では、両助詞の対等な比較を行うために、同一の統語的機能に

注目し、主語（主格）を示す「は」と「が」のみについて考察す

る  

6。また、単文（主節）を中心に議論を進めるが、学習者の誤用

を論じる際に、複文にも触れる。 
従来の研究において同一現象の記述に用いられる「無題文」、「中

立叙述」、「眼前描写」、「現象文」といった多様な概念の使用で

生じ得る誤解釈を避けるため、本稿では、これらのタイプの文にお

ける「が」の用法を「中立叙述」として整理し、述べる。 
 

2.2. 学習者の誤用 

日本語教材に提示される「は」と「が」について考察する前に、こ

れらの助詞の使用で見られる学習者の誤用について見ておきたい。

学習者の誤用については、学習者コーパスから抽出した例をもと

に 、誤用パターンを検証する。学習者の誤用の検証に用いるデータ

ベースは以下のとおりである。 

 

・『寺村誤用例集データベース』7 
・『多言語母語の日本語学習者横断コーパス（IJAS）』8（中納言 

2.7.2 データバージョン 2024.03） 

	
6主語以外の項の主題化に使われる「は」、目的格として使用される「が」、また「は～

が」文は本稿の考察には含めない。 
7 「同用例集は、諸外国からの留学生が書いた作文に見られる日本語の誤用を収集・分

類したもので、1985～1989 年度の科学研究費補助金特別推進研究『日本語の普遍性と個

別性に関する理論的及び実証的研究』の一環として行われた『外国人学習者の日本語誤

用例の収集・整理と分析』の資料をまとめた報告書とのことです。」（HP より）。 
8「日本を含む 20の国と地域で、異なる 12言語を母語とする日本語学習者 1000 人の話し

言葉および書き言葉を横断的に調査し、データを収集したコーパスです。コーパスの名
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「は」と「が」の誤用には 2 つのパターン、つまり「は」を使うべ

きところで「が」を使っているということと、「が」を使うべきと

ころで「は」を使っているということがあるが、本稿では以下のよ

うに分けて考察する。 
 
A: 単文の主語 
1)「は」を使うべきであるが、「が」を使っている 
2)	「が」を使うべきであるが、「は」を使っている9 
 
B: 複文の従属節（埋め込み文）の主語 
3)「が」を使うべきであるが、「は」を使っている 
 
用例においては、誤用を［］で示す。「は」と「が」以外の誤用は

改変せず、原文のまま（ママ）に示す。〈〉に学習者の国籍を示

す 。 
 
では、具体例を見てみよう10。 
（10）～（13）には、「は」を使うべきところで「が」を使ってい

るという誤用例を示す。 
 
（10）私［が］もっと深い学問をほしい（ママ）ために日本へ来

た 。（『寺村誤用例集』〈台湾〉） 
（11）最近の勉強と論文を書くこと［が］いかがですか。（『寺村

誤用例集』〈台湾〉） 
（12）ヤンさん［が］かとうさんの奥さんに冷いお茶をもらって、

飲んだあと（ママ）気持ちがよくなった。（『寺村誤用例

集 』〈中国〉） 

	
称は『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』、略称は『I-JAS（International Corpus of 
Japanese as a Second Language）』です。」（HP より）。以下 IJAS と呼ぶ。 
9 文が使われている文脈抜きではどちらの助詞が適切かの判断が難しい（どちらも使え

る）場合がある。本稿で使用するコーパスでは、文が使用されている文脈を明確に示し

ている文章の情報も掲載されているので、助詞の正用／誤用の判断の際、文章の確認も

行っている。 
10 『寺村誤用例集データベース』を事例に見ると、「は」を使うべきところで「が」を

使っているという誤用と「が」を使うべきところで「は」を使っているという誤用はほ

ぼ同じ割合で、540 例中、それぞれの誤用の例が 140 例ずつ確認できた。 
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（13）私たちの部屋［が］２階にあります。（『寺村誤用例集』

〈 フィンランド〉） 
 
以下、上記の例の誤用の要因について若干の考察を加えたい。 
（10）の文は作文の冒頭に使われている文である。この文は、「主 
題」と「解説」に二分される構造の例であるため、主題であ 
る「私」には「は」の使用が適切である。では、「が」の誤用には 
一体どのような原因が考えられるのだろうか。断定は難しいが、一 
つの可能性として考えられるのは、指導でよく言われる「初出の主 
語に「が」を使う」（cf. 表 1 Japanese for Busy People の解説）とい 
う説明の影響である11。 
（11）は、上記の四例の中で、唯一の名詞文（コピュラ文）である 
が、この文も明確な二分構造の文である。一方、疑問詞を含んでい 
ることで他の文と異なり、二分構造における「旧情報」と「新情

報 」の部分の見極めは容易なはずである。しかし、教室活動でもし

ばしば見られる疑問詞を含んだ文における「は」と「が」の誤用12

から  、学習者が疑問詞を含んだ文の構造、またその構造における

「 は」と「が」の役割を理解していないということがうかがえる。 
（12）は並列関係にある複文であるため文の構造パターンは（10）
と同じである。 
（13）は、主格に「は」を使うべき所在文である。所在文と存在文 
は普遍的な構文であるが、日本語学習者にとってはなぜかこの二つ 
の構文の区別が難しく、助詞の使用で誤用が多く見られる。その原 
因の一つには教科書の影響が考えられる。特に日本国内でよく使用 
されている教科書では、この二つの構文は別々の課で導入されるこ 
とが多い13が、構造の関連性に気付かせる情報が教科書には提示さ 

れていない。また、教材によっては、所在文の課と存在文の課が離 

れており、存在文が導入されている頃には、学習者が導入済みであ 

る所在文のことを忘れていることもある。教材について論じる 2.3. 
	

11 ただ、この文は、（12）同様に、従属節を含んでいる複文であるため、文全体の特徴

を考えず、複文の主語に「が」を使わなければならないというルールのみを考え、学習

者が「が」を使用したという可能性も否定できない。 
12 教室活動で最も多く見られる疑問詞を含んだ文の誤用は、「だれは～／なには」のよ

うに、疑問詞主語に「は」を使うというパターンである。 
13 たとえば、『できる日本語』（2011）や『まるごと』（2013）。導入の手順が教科書

によって異なり、存在文が導入されてから所在文が導入される場合もあれば、逆の場合

もある。 
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で改めて所在文と存在文の問題について考察する。 
『寺村誤用例集データベース』には、対比の「は」の誤用例14もい 
くつか掲載されているが、ほとんどの例は非主語の例であるため、 
ここでは取り上げない。 
次に、教室活動の中でも多く見られる 2) （「が」を使うべきところ 

で「は」を使っている）の誤用パターンについて見てみたい。 
 
（14）文化てきなたてもの［は］たくさんあります。（『寺村誤用

例集』〈イラン〉） 
（15）こんなはなし時間（ママ）［は］一番うれしかったです。

（  『寺村誤用例集』〈台湾〉） 
（16）バスケットを開けると、犬［は］飛びます。（『IJAS』〈英 

語話者〉） 
 
（14）が使われている文脈15から、この文は、主語に「が」を用い

るのが適切な「中立叙述」の文である。（15）は、久野（1973）の

分類における「総記」（「排他」）にあたる用法である。（14）に

も（15）にも「が」ではなく、「は」が使われている主な要因とし

て考えられるのは、「は」のなじみやすさである16。さらに、学習

者が「が」の使用を決定づける文の構造（「が」を使う条件）を十

分に理解していないということも指摘できる。 
（16）の用例は IJAS のコーパスから抽出した例である。IJAS の用

例集には、絵に関する作文（ストーリーテリング）が複数収録され

ている。その一つは、図 1 にある絵のストーリーテリングである。

（16）はその絵の場面④について作成された文である。以下に、

IJAS にある母語話者の作文をもとに、ストーリーテリング 1 「ピク
ニック」について期待される内容と場面④の記述を例示する。 
 

	
14たとえば、「かんじ［が］かけますが、よみかたはできません。」（『寺村誤用例集』

〈マレーシア〉。 
15 この文は、「昔、イランの首都には文化的な建物がたくさんありました」という文脈

で使われている。（https://www2.ninjal.ac.jp/teramuradb/compositions/12.01.02.html） 
16 教科書では、主語(主格)に「は」が使われることが多い。 
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「朝、ケンとマリはサンドイッチを作りまし

た  。二人は地図を見て、今日向かう場所につい

て話し合っています。そのため飼っている犬が

サンドイッチのバスケットに入ってしまったの

に気付きませんでした。今日はいい天気で、二

人はピクニックを楽しみました。しかし、いざ

お昼ご飯を食べようとしてバスケットを開けて

みると、なんと飼い犬が飛び出してきたので

す  。バスケットの中を見ると、残念なことに作

ってきたサンドイッチはすべて食べられていま

した。」（IJAS【日本語母語話者】）。 
 
（16）では、母語話者の作文に見られるよう

に  、主語（下線の文の中の主語）に「が」を使

うべきである。その「が」は、特殊な用法の

「  が」であり、尾上（2001）が指摘する「驚

き  」の「が」である。このタイプの「が」の用

法に関しては、教科書にはほとんど情報がなく

、学習者には認識されにくい。 

 
最後に、複文について簡単に見ておきたい。初級では複文はほとん

ど扱われないので、複文の従属節（埋め込み文）における主格助詞

の使い方についても指導がなされない。しかし、学習者が上級にな

っても、複文における主格助詞の誤用が多い。また、最も多く見ら

れる誤用は、主節と従属節の主語が異なる場合に、従属節（埋め込

み文）の主語に「が」ではなく「は」が使われているものである。

以下に例を示す。 
 
（17）私は、来年の大学費［は］たりないために夏休の前に、アル

バイトを探がして行きました。（『寺村誤用例集』〈台

湾 〉 ） 
（18）しかし、国の両親［は］日本へ来る予定があったのだ（マ

マ ）から、私は国へ帰りませんでした。（『寺村誤用例集』

〈台湾〉） 

図 1「ピクニック」
https://chunagon.ninjal.ac.jp/ijas 
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（19）あの女は、ヤンさん［は］えきの前（ママ）でんわしたとき

あた（ママ）人です。（『寺村誤用例集』〈スリランカ〉） 
（20）もし、人々［は］ブティーアナを養えば、生活が幸福になる

と言われる。（『寺村誤用例集』〈マレーシア〉） 
（21）私［は］以前から関心を持ってきたことは国の経済発展と成

長である。（『寺村誤用例集』〈インド〉） 
 
2.3. 教科書における「は」と「が」の扱い 

「は」と「が」の使い分けは学習者にとっては難しい。類義表現の

使い分けの困難さの背景には様々な要因がある。一般的に指摘され

ている要因の一つは、学習者の母語の影響である（市川 2006 ）。

学習者の母語の影響は否定できない大きな要因ではあるが、上記の

誤用の例からもわかるように、誤用は、様々な母語を持つ学習者17

に共通して生じる。 
本稿では、母語の影響を考察の対象外とし、学習指導において重要

な役割を果たす教材に焦点を当て、教材の観点から誤用の要因を明

らかにすることを試みる。 
一般的な学習過程18では、「は」は 1 課で導入され、しばらくして

から「が」が導入される19が、多くの教科書の場合、主格に用いら

れる「は」と「が」の初出の課が離れている。 

外国語学習で、一つの意味・機能に対して複数の文法形式の使用が

学習者を困惑させる原因となっている。そのため、「は」と「が」

の場合も、「が」が導入されると、学習者から「『は』と『が』は

何が違いますか？」と、しばしば聞かれる。学習者の疑問は、教科

書には「は」と「が」の類似または相違に関する情報が十分に提示

されていないということに深く関係している。 

では、日本語教材（総合教科書と学習者向けの解説書）には「は」

と「が」についてどのように提示され説明されているのか、簡単に

見てみたい。 

	
17 上記の例を抽出したコーパスに収録されている例を作成した学習者の主な母語は以下

の通りである：インドネシア語、スペイン語、タイ語、トルコ語、ドイツ語、ハンガリ

ー語、フランス語、ベトナム語、ロシア語、英語、韓国語、中国語、ポルトガル語、ペ

ルシャ語、マレー語、フィンランド語。 
18 ここでいう一般的な学習課程というのは、教室環境で特定の教科書を用いて、「易＞

難」という難易度を上げていくいわゆる「積み上げ式」の学習課程のことである。 
19 「が」が導入される課は教材によって異なる。 
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学習者向けの教材には、日本語学で用いられている記述方法および

専門用語（概念）は当然使えない。しかし、翻訳を提示している教

材であれば、より複雑な記述が可能である。以下の表 1、表 2 に、

いくつかの教材の例を示す。教科書の考察には、『みんなの日本語 
初級Ⅰ 翻訳・文法解説英語版 第 2版』（2013）、坂野他『げんき』 
（2013）、国際日本語普及協会 Japanese for Busy People（JBP）
（ 2008）を用いる。解説書については、友松・和栗『初級日本語文

法総まとめポイント 20』（2004）、グループジャマシイ『日本語文

型辞典 』（2015）、Makino & Tsutsui A Dictionary of Basic Japanese 
Grammar （1986）、Maynard An Introduction to Japanese Grammar and 
Communication Strategies （1990）を参照する。教科書に関しては表

1、解説書に関しては表 2 にまとめる。 
 表 1 が示しているように、「は」の解説がない教科書もある。一

方、「が」の記述には一貫性がなく、あるものには統語的役割（主

語）、別のものには語用論的機能（情報のタイプ）が用いられ解説

されている。また、「が」に関しては、多くの教科書では、存在文

のみにフォーカスが当てられ、存在文での機能に特化した記述がな

されている。Japanese for Busy People には、用例を用いて「は」と

「が」の比較を行っているという、他の教科書に見られない特徴が

ある。 
 
教科書名 課 文型（用例） 解説 

みんなの 
日本語 
 
 
 

L.1 
 

N20は～です 
 

は 21indicates that the word 
before it is the topic of the 
sentence 

L.10 N があります／ 
N がいます 

the thing or person is 
treated as the subject and 
marked with が 

げんき L.1 
L.8 

N は～です 
QW が V22 
「ロバートさんが沖

縄に行きました。」 

※「は」の解説無し 
・the question word which 
is the subject is never 
followed by は； with が 

extra emphasis is made on 

	
20 Nは主語の名詞（Noun）を指す。 
21 表 1 と表 2 にある下線は本稿の筆者によるものである。 
22 QW は疑問詞、V は動詞を指す。 



Eleonora YOVKOVA-SHII 
 

	 63	

「だれが【×は】沖縄
に行きましたか？」 

Robert, the new piece of 
information  
* 「ロバートさんは沖縄

に行きました。」

describes what Robert did 
Japanese 
for Busy 
People 

L.8 ～に N があります／ 
N は～にあります 
「1 かいにレストラン

があります。／  
「レストランは 1 か

いにあります。」 

が：subject marker  
the subject is introduced 
for the first time; the 
speaker believes the 
information to be new to 
the listener   
※「は」の解説無し 

表 1 教科書における「は」と「が」の記述 
 

次に、解説書（文法練習帳、文法辞典）における記述について見て

みたい。学習者だけを対象としている参考書や文法辞典は少ない。

また、初級に特化している参考書や文法辞典も少なく、一般的に日

本語読解力が高い読者層向けのものが多い。 

参考書や文法辞典では、「は」と「が」は、多くの場合、その語用

論的役割、すなわち情報のタイプとの関連から記述されている。疑

問文を用いて、両助詞の用法を比較しながら情報構造の違いを示そ

う と す る 解 説 書 （ An Introduction to Japanese Grammar and 
Communication Strategies）もある。 

 
書名 文型（用例） 解説・意味の記述 

初級日本語文法総ま

とめ ポイント 20
（ 2課） 

 ・伝えたい情報の前に

「は」を使う（取り立

て、対比）  
・伝えたい情報の後に

「が」を使う（描写、

～は～が文、複文） 
日本語文型辞典 
 

だれが／【×は】来ま

すか 
が indicates that the noun 
is the subject   

A Dictionary of Basic 
Japanese Grammar 
 

だれが／【×は】来ま

すか 
・wa marks a topic or a 
contrastive element；the 
speaker assumes that the 
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hearer knows the referent 
of wa  
・ga : focus, subject   

An Introduction to 
Japanese Grammar 
and Communication 
Strategies 

Q:どの人がスミスさ

んですか。  
A:あの人がスミスさ

んです。   
Q:スミスさんはどの

人ですか。    
A：（スミスさんは）

あの人です。 

contrasting wa and ga  
 

表 2解説書における「は」と「が」の記述 
 

日本語学習者にとっては、「は」より、「が」の運用のほうが難し

い。それには複数の理由がある。一つは、教材では、一般的には、

主語に「は」が用いられることが多く、学習者にとっては「は」の

方が馴染みがある。もう一つは、「が」は機能が多く、学習者が複

数の機能の区別で混乱する。さらに、有標性の観点から見ると、

「 は」は無標に近い形式であるのに対し、「が」は有標な形式とし

て捉えられる。そのため、「が」は「は」よりも使われ方が限定的

である。 

では、「が」の用法が教科書ではどのように提示されているか、日

本国内の日本語の授業で最も多く使用される『みんなの日本語 初

級』（2012）を事例に考察したい。考察の結果は表 3 にまとめる。 

 
課 用法（構文） 用例 
10 存在文 

（N に N がある／ 
N に N がいる） 

 
・机の上に写真があります。 
・あそこに佐藤さんがいます。 

27 ①N ができる 
②N が Nです 

①駅の前に大きいスーパーができました。 
②日曜大工が趣味です。 

29 アスペクト構文 
（Vテイル） 

窓が閉まっています。 

30 アスペクト構文 
（Vテアル） 

地図がはってあります。 

32 自然現象の描写 あした、雨が降るでしょう。 
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35 ①自然現象の描写 
②N がいいです。 

①春になれば、桜が咲きます。 
②北海道旅行なら、6月がいいです。 

表 3『みんなの日本語』（初級）に出現する主格の「が」の用法 
 

表 3 が示しているように、『みんなの日本語』では、「が」の導入

は構文のタイプに沿ってなされている。一方、表 1 の教科書におけ

る「は」と「が」の記述では「主語」という概念が一般的に用いら

れている。しかし、同じく主語に関わる「は」との違いについては

言及がない。 
日本国内で作成されている教科書の著者は基本的に日本語母語話者

であるため、文法の記述は母語話者の視点からなされている。その

ため、提示されている情報が必ずしも学習者のニーズに合っている

とはいえない（ヨフコバ四位・稲葉・久保田 2020）。特に、学習者

が最も知りたい類義表現の違いや使い分けに必要な情報が教材には

十分に提示されていない。 
では、海外の場合はどうなっているのだろうか。 

海外では、多くの教科書の作成に非母語話者教員が携わっており、

著者自らの学習経験を活かした教材作りがなされているということ

が報告されている（ヨフコバ四位・久保田・稲葉 2021、ヨフコバ四

位・稲葉・久保田 2022）。そのため、類義表現に関しては同じ課の

中で提示されることが多い。以下では、スペイン（El japonés fácil 
2004）とウズベキスタン（ Yapon tili, Xalmurzayeva 2005）の教科書

における「は」と「が」の提示方法について取り上げる。 
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図 2 El japonés fácil（2004）における助詞「は／が」（所在文、存在文） 
（ヨフコバ四位・久保田・稲葉 2021: 89） 
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図 3 Xalmurzayeva, Yapon tili（2005）における助詞「は／が」（所在文、存在文） 
（ヨフコバ四位・稲葉・久保田 2022: 99） 

 
スペインとウズベキスタンの教科書では、所在文と存在文が同じ課

の中で出現し、特に、ウズベキスタンの教科書に明確に見られるよ

うに、これらの構文における「は」と「が」の使用の違いを意識さ

せるために、構文が並行して提示されている。 
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海外の教育現場では、学習者の母語が使用できるため、直接法によ

って教育が行われている日本国内の教育現場に比べ、学習者への文

法の説明においてより大きな活用の可能性を有する。 

 

3. 補助教材の役割 

近年、学習者が教科書以外のツール、主としてインターネットから

情報を得ることが多くなってきている。インターネットは利便性が

高いが、問題点もある。たとえば、検索によって得られる情報の信

憑性などである。また、文法について説明を提供しているサイトが

多数あるが、その中のどれが自分のニーズに合い、有益であるかを

見極めることは学習者にとって難しい。さらに、文法に関しては、

断片的な情報の提示が多く、文法全体の体系が見えてこない。 

次に、補助教材の役割を考えつつ、文法を体系的に記述し、また学

習者のニーズに配慮したオンラインツールを紹介したい。また、そ

のツールにおいては「は」と「が」がどのようになされているかに

ついても確認する。 

文法の学習（自律学習も含めて）を支援するオンラインで利用でき

るリソースが増えている。例えば、『日本語文型バンク』、『機能

語用例文データベース「はごろも」』などである。『はごろも』

は 、データ駆動型学習（Data Driven Learning, DDL）のツールとして

開発され、文法の産出活動を支援するツールである。『はごろも』

は、学習者自身がコーパスから抽出した豊富な例文を見て言語の特

徴に気づくという学習者主体の問題解決学習を支援することを目的

としている。そのため、文型の用法を理解するために必要な用例が

多数提示されているという大きな利点がある。一方、中上級以上の

学習者を主な対象としているため、初級の学習者にはやや難しい。 

 

4. 『日本語参照文法』 

初級のみを対象とした、オンラインで利用できる文法の補助教材は

まだ少ない。また、特に不足しているのは、学習者のニーズが高い

類義表現の使い分けについて情報を提供しているリソースである。

このような状況を改善すべく、近年、『日本語参照文法』

（  https://sansyo-bunpo.net/）が開発された。以下、『日本語参照文

法 』の特徴について紹介する。 
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4.1.『日本語参照文法』の特徴 

『日本語参照文法』には大きな特徴が三つある。一つは、オンライ

ンで無料で利用できるため、多様な学習環境にいる多様な学習者が

自らの都合（学習時間や学習場所）に合わせ、学習できるという利

点である。もう一つは、文型の記述は、その使用にあたり、理解が

必要な意味や用法を、類似する他の文型との比較の観点からなされ

ているということである。さらにもう一つは、便利な翻訳機能が付

いているということである。翻訳にはGoogleの自動翻訳が使われ、

図 4 に示すような形で、ページの内容を翻訳できる。 
 

 
図 4 Google翻訳による翻訳のための画面 

 

初級の文法教材の開発を困難にしている原因の一つが学習者の読解

力であるため、翻訳機能を備えることによって、リソースの利便性

や価値が高まる。『日本語参照文法』は、130 か国語への翻訳が可

能であるため、多様な学習者が文法の説明を母語で読むことができ

る23。図 5 には、「が」のページの一部とそのポーランド語訳（ポ

ーランド語訳は不完全な部分がある）を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

	
23 翻訳には自動翻訳機能が使われているため、言語によって翻訳の質が異なり、不完全

な翻訳もあるが、大凡の意味が伝わるため、日本語の知識を十分に有していない学習者

にとっては有益である。 
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図 5『日本語参照文法』の「が」のページとそのポーランド語訳 

 

4.2.『日本語参照文法』における「は」と「が」の記述 

本稿では、「は」と「が」を中心に、類義表現の習得の問題および

教科書における記述について見てきたので、最後に、『日本語参照

文法』に提示されている「は」と「が」の記述の特徴について見て

みたい。 

『日本語参照文法』には、初級の 120 の項目の情報が収録されてい

る。それぞれの項目の記述ページには次のような内容が記載されて

いる（文型によって記載内容が異なる場合もある）。 

・基本情報 

・使い分けが必要な文法・文型 

・文型を使う上で理解が必要な情報 

・機能（複数の機能の場合は、機能１、機能２・・・のように、機

能ごとに記述されている。） 

 ・機能（または用法）の用例 

 ・使い分けが必要な文法・文型 

 ・使い分けが必要な文法・文型の用例 

 ・使い分けが必要な文法・文型の違い 

・誤用例 
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では、簡単に「は」と「が」のページの内容を見てみよう。 

ページの冒頭（図 6-1,6-2）には、「基本情報」が掲載されている。

また、使い分けが必要な他の文法項目も提示されている。「は」の

場合は助詞「が」と「を」であり、「が」の場合は助詞「は」と

「 を」である。 

2.1.で論じたように、専門書などでは、「は」と「が」の記述には

様々な概念が用いられている。また、教科書の分析が示したよう

に 、教材にも「は」と「が」の記述には一貫性がない。一方、学習

者が文法の学習や運用の手がかりとして求めているのは「ルール」

である。そのために、多様な用法を持つ文型を記述する際、包括的

に記述できる概念の提示が重要であると考える。『日本語参照文

法 』では、その概念を、「は」と「が」について、「古い情報／新

しい情報」として用いている。 

 

図 6-1『日本語参照文法』の                       図 6-2『日本語参照文法』の 
「は」のページの冒頭                 「が」のページの冒頭 
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次に、「は」と「が」の機能がどのように記述されているか、実例

を見てみよう。 
『日本語参照文法』では、「は」「が」の機能について、まず統語

的アプローチ（文における項の統語的役割）に基づき、「主格＝主

語」と「対格＝目的語」（「が」の場合）という機能が区別されて

いる（図 7-1、7-2、7-3）。 

 
図 7-1『日本語参照文法』の「は」の機能 1 
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図 7-2『日本語参照文法』の「が」の機能 1 
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図 7-3『日本語参照文法』の「が」の機能 2 

 
そして、「主語」に関しては、情報構造（古い情報／新しい情報）

の特徴に基づき、「は」と「が」は対比して記述されている。 

「古い情報／新しい情報」という概念を用いれば、学習者の用例に

多くの誤用が見られた、「が」によって表される「驚き」（「が」

の機能 1 用法 2）という用法も包括的に記述できる。「驚き」と

「 新情報」の間には、一見、関係がないように思われるが、「認識

できていない情報」（‘unprepared mind’24,  Slobin & Aksu 1982）と関

連付ければ、説明が付く。 
「新情報／旧情報」という概念は、「が」と「は」の多様な働きを

記述するのに有効な概念である。また、「が」と「は」を類義表現

	
24 Slobin & Aksu (1982) の考察によれば、発話時において、聞き手（読み手）の意識が語

られているできごと（または、できごとに関する情報）を受け入れる準備ができていな

い（‘unprepared mind’）場合は、そのできごとの情報（「驚き」、「発見」、「不信」、

「不満」など）も「未知」（つまり、「新情報」）として認識されるということである。 
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として包括的に記述できる利点があり、まさに学習者が求めている

「ルール」なのである。 

学習者の作例からも明らかになったように、誤用の多くは学習者が

文の情報構造を理解していないということに起因する。そこで、学

習者に情報構造について知識を与え、また、「は」と「旧情報」、

そして「が」と「新情報」の関連性を認識させれば、「は」と

「 が 」の学習効果が上がり、誤用が減るのではないかと考える。 

情報のタイプという概念は初級の学習者にとっては決して理解しや

すい概念ではないが、リソースには翻訳の機能が備えられているか

らこそ、このような記述方法が可能だと思われる。 

『日本語参照文法』の翻訳ページには、原文の同時表示も可能であ

る（図 8）ため、学習者は、翻訳文を読みながら原文の説明や用例

を確認できる。 
『日本語参照文法』のように、翻訳機能を備えたリソースであれ

ば 、難しい概念も、翻訳を通して、学習者に伝えることができる。

補助教材の役割はこのような学習支援にこそあるのではなかろう

か 。 

日本語の 4 技能の学習について学習者を対象に実施されたアンケー

トでは、文法の学習において、類義文型をまとめて学びたいと考え

る学習者が極めて多いことが示されている（ヨフコバ四位・稲葉・

久保田 2020：94）。『日本語参照文法』は、「は」と「が」に限ら

ず、初級の全文型（たとえば、「V ている／V てある」、理由の

「 から／ので／ため」、条件の「と／たら／ば／なら」、「受け身

／使役／使役の受け身」、授受動詞、概言モダリティの「そう／ら

しい／よう」など）に対して、類義表現との使い分けに特化した記

述を行っているため、学習者のそうした要望に応える、学習に有用

なリソースであるといえる。 
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図 8「「が」の機能 1」（ポーランド語訳） 
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おわりに 

日本語学習者にとっては、助詞「は」と「が」のような類義表現の

習得や運用は難しい。そのため、学習者はそういった表現の運用に

役立つ明確な解説を求めている。しかし、既存の教材の多くは学習

者のニーズには十分に応えていない。一方、教室での指導および使

用教材には限界がある。特に、直接教授法を前提として作成されて

いる日本国内の多国籍クラス向けの教材が提供できる情報には限り

がある。海外で作成・使用されている教材には、学習者の母語で文

法説明を提示できるという利点があるが、その教材が想定している

言語が母語の学習者にしか理解できないという欠点がある。 

このような教材状況を改善すべく、学習者のニーズに対応し、かつ

多言語に対応できる普遍的な補助教材の開発が重要である。本稿で

紹介した『日本語参照文法』は、特にニーズが高い初級文法の学習

に役立ち、また類義表現の学習および運用の問題解決を目指した補

助教材として開発された。 
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